
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

今年度、更別村コミュニティ・スクール

（ＣＳ）委員会では、主にＣＳアクションプ

ラン（地域でどのような子どもを育てていくか、

何を実現していくかという目標・ビジョンを共有

するもの）について熟議を重ねています。学

校運営協議会の協力も仰ぎながら、学校、家

庭、地域での取組は、ある程度の形が出来上

がってきました。 

アクションプランの中に子どもの取組が

あるのですが、その部分については、子ども

たち自身に考えてもらうことが大事です。

そのため、１２月１８日（金）に、村内小中

学校三校の児童会・生徒会役員１０名が中

学校に集まって協議をすることになりまし

た。 

 

また、この機会に「いじめ根絶に向けた村 

内三校の交流」も行います。小中学校で交流

をする中で、各校のいじめ根絶に向けた取

組の一層の充実を図ることが目的です。こ

のいじめ根絶に向けた会議の結果は、２月

に開催される「更別村の教育を考える村民

集会」で発表する予定となっています。 

 

 

 

 

１０月に更別中央中学校１，２年生体育

「柔道」の外部講師をしてくださった太田 

綱基さんからメッセージが届いていました。

紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを真ん中にした地域ぐるみの学校支援で、学校が元気に！地域が元気に！ 

 

更別中央中学校 
の皆さんへ 

 
 皆さんとの柔道の授業を通して感じた

ことをお伝えします。 

一つは、皆さんには思いやりがあると

いうことです。技を決めて相手を倒すと

き、引き手（組み合う時の持ち手）を決

して離さなかった。離してしまうと技を決

められた相手がマットに頭をぶつけたり

します。相手のことを考えて行動できて

いるなと思いました。 

二つ目は仲がよいということです。柔

道は相手がいないとできない競技で

す。当然、一緒になって練習をするの

ですが、友達と前向きにとても楽しそう

に取り組んでいるのが印象的でした。 

新型コロナで大変でしょうが、これか

らも、仲間との時間を大切にし、楽しく

過ごしていってほしいと思います。 
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